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３
万
人
の
た
め
の
情
報
誌
と
称
す
る
「
選

択
10
月
号
」
に
興
味
あ
る
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。「
部
材
メ
ー
カ
ー
生
き
残
り
の
『
大

転
換
』
」
「
『
ト
ヨ
タ
よ
り
テ
ス
ラ
』
と
い

う
潮
流
」
と
銘
打
っ
た
記
事
で
あ
る
。
内
容

の
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
日
本
の
部
材
メ
ー

カ
ー
が
ト
ヨ
タ
は
じ
め
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
見
切
り
を
つ
け
、
米
国
や
中
国
の
Ｅ

Ｖ
メ
ー
カ
ー
と
の
関
係
強
化
を
報
じ
る
内
容

で
あ
る
。
劣
化
列
島
日
本
を
象
徴
す
る
内
容

で
あ
り
、
今
回
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
日
本
に
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ニ
ッ
チ
・
ト

ッ
プ
」
と
言
う
べ
き
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
を

持
つ
部
品
・
素
材
メ
ー
カ
ー
が
存
在
す
る

が
、
こ
れ
ら
の
優
良
企
業
が
日
本
の
大
手
企

業
（
発
注
元
）
か
ら
離
れ
始
め
た
悲
劇
の
現

実
を
、
具
体
的
な
会
社
名
を
上
げ
て
解
説
し

て
い
る
。
ト
ヨ
タ
に
代
表
さ
れ
る
完
成
品
メ

ー
カ
ー
は
、
傘
下
の
部
品
・
素
材
メ
ー
カ
ー

の
卓
越
し
た
技
術
力
に
よ
っ
て
、
国
際
競
争

力
を
維
持
し
て
き
た
。
こ
れ
は
自
他
と
も
に

認
め
る
事
実
で
あ
る
。
「
系
列
」
と
称
す
る

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
は
日
本
独
特
で
あ
り
、

「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
」
の
翻
訳
英
語
は
な

い
。
こ
の
日
本
独
特
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
静
か
に

崩
壊
し
始
め
て
い
る
。
「
選
択
10
月
号
」
の

解
説
で
は
、
部
品
・
素
材
メ
ー
カ
ー
の
日
本

企
業
離
れ
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

『
そ
の
原
因
は
、
日
本
の
完
成
品
メ
ー
カ
ー

の
横
暴
な
発
注
姿
勢
で
あ
る
。
材
料
コ
ス
ト

増
、
人
件
費
増
の
な
か
で
も
値
引
き
要
求
を

恒
例
化
。
受
注
側
に
知
的
財
産
権
の
あ
る
設

計
図
を
平
気
で
持
ち
去
る
は
、
発
注
数
量
を

直
前
に
な
っ
て
変
更
す
る
は
で
、
（
中
略
）

中
国
企
業
で
も
珍
し
い
え
げ
つ
な
さ
（
後

略
）
』
と
断
じ
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
車
の
片

手
間
で
開
発
す
る
Ｅ
Ｖ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

の
激
し
い
競
争
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
優

れ
た
部
品
・
素
材
メ
ー
カ
ー
の
経
営
判
断

は
、
『
ト
ヨ
タ
が
続
け
る
「
半
身
の
Ｅ
Ｖ
開

発
」
と
心
中
す
る
つ
も
り
は
な
い
』
と
将
来

的
ト
ヨ
タ
劣
勢
を
予
測
す
る
手
厳
し
い
指
摘

を
し
て
い
る
。
完
成
品
メ
ー
カ
ー
は
、
突
然

出
現
し
た
超
円
安
の
為
替
差
益
に
よ
り
空
前

の
利
益
に
沸
き
立
っ
て
い
る
が
、
系
列
崩
壊

は
先
々
の
死
活
問
題
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ニ
ッ
チ
・
ト
ッ
プ
を
誇
る
超
優
良
な
部
品

・
素
材
メ
ー
カ
ー
が
、
日
本
の
完
成
品
メ
ー

カ
ー
の
系
列
を
離
れ
、
米
中
な
ど
の
成
長
企

業
へ
の
依
存
度
を
高
め
る
こ
と
が
（
不
幸
に

し
て
）
現
実
化
し
て
い
る
。

　
で
は
、
こ
こ
か
ら
中
小
製
造
業
の
足
元
で

起
き
て
い
る
現
実
を
眺
め
つ
つ
、
系
列
崩
壊

の
現
実
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
た
い
。
中

小
製
造
業
・
町
工
場
の
代
表
的
業
界
で
も
あ

る
「
精
密
板
金
業
界
」
に
お
い
て
も
前
述
を

裏
付
け
る
現
象
が
起
き
て
い
る
。
数
十
年
前

の
日
本
企
業
全
盛
期
と
比
べ
、
国
際
競
争
力

を
失
っ
た
完
成
品
メ
ー
カ
ー
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
円
安
効
果
で
競
争

力
低
下
の
現
実
は
覆
い
隠
さ
れ
、
好
決
算
に

湧
い
て
い
る
。
好
決
算
の
半
面
で
出
荷
台
数

の
減
少
に
悩
む
完
成
品
メ
ー
カ
ー
も
少
な
く

な
い
。
円
安
効
果
で
利
益
は
出
て
い
る
も
の

の
、
実
際
の
生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
板
金
筐
体
な
ど
の
外
注

へ
の
発
注
量
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
精
密

板
金
業
界
全
体
で
は
生
産
量
が
下
降
気
味
で

あ
る
。
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
一
部
の
業
界

は
、
膨
大
な
受
注
残
に
支
え
ら
れ
長
期
に
わ

た
る
活
況
が
続
い
て
い
る
が
、
精
密
板
金
業

業
界
は
「
超
・
忙
し
い
企
業
」
と
「
超
・
暇

な
企
業
」
の
モ
ザ
イ
ク
現
象
が
際
立
っ
て
き

て
お
り
、
俗
に
言
う
「
二
極
化
」
が
急
速
に

進
行
し
て
い
る
。
従
来
の
系
列
に
甘
ん
じ
て

い
た
（
力
の
あ
る
）
優
良
精
密
板
金
企
業

は
、
積
極
的
に
新
規
事
業
の
開
拓
に
力
を
注

い
で
い
る
。
「
選
択
10
月
号
」
が
記
事
に
し

た
ト
ヨ
タ
の
例
と
同
じ
で
、
従
来
の
発
注
元

に
は
成
長
戦
略
が
見
当
た
ら
ず
、
横
暴
な
値

引
き
要
求
だ
け
が
強
い
。
魅
力
を
失
っ
た
発

注
元
に
見
切
り
を
つ
け
て
、
新
た
な
発
注
元

開
拓
や
事
業
再
構
築
を
柱
と
し
た
経
営
戦
略

を
推
進
し
て
い
る
。
以
前
か
ら
、
発
注
元
は

「
Ｊ
Ｉ
Ｔ
」
を
旗
印
に
、
極
端
な
多
品
種
少

量
生
産
・
短
納
期
を
要
求
し
、
勝
手
な
都
合

で
発
注
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
り
、
即
納
を
要

求
し
た
り
す
る
た
め
段
取
り
や
ム
ダ
が
多

く
、
鋼
材
費
の
高
騰
も
価
格
に
転
嫁
で
き
ず

赤
字
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
発
注
元
か
ら
の

仕
事
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
精
密
板
金
企

業
が
続
出
し
て
い
る
。
完
成
品
メ
ー
カ
ー
の

設
計
部
署
や
資
材
部
で
は
、
（
以
前
か
ら
の

協
力
会
社
に
断
ら
れ
）
新
規
の
協
力
会
社
の

発
掘
に
躍
起
と
な
っ
て
お
り
、
新
規
見
積
が

コ
ロ
ナ
前
と
比
較
し
、
倍
以
上
に
増
加
し
て

い
る
事
実
か
ら
も
こ
の
潮
流
を
確
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
２
０
２
２
年
は
、
37
年
前
の
プ
ラ
ザ
合
意

か
ら
円
高
基
調
を
背
景
に
、
日
本
中
の
完
成

品
メ
ー
カ
ー
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
に
突
き

進
ん
だ
失
敗
を
取
り
戻
す
と
き
で
あ
る
。
日

本
経
済
は
、
欧
米
が
推
奨
す
る
「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
」
の
餌
食
と
な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
戦
略
で

あ
る
。
22
年
こ
そ
円
安
を
背
景
に
、
日
本
国

内
へ
の
製
造
回
帰
（
リ
・
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
）

を
推
進
し
、
日
本
に
錨
を
下
ろ
し
た
「
真
の

国
際
化
（
国
境
な
き
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
は
な

い
）
」
に
回
帰
す
る
年
で
あ
る
。
劣
化
列
島

日
本
の
象
徴
は
、
完
成
品
メ
ー
カ
ー
の
30
年

以
上
に
わ
た
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
挑

戦
」
と
「
敗
北
の
結
果
」
で
あ
る
。
完
成
品

メ
ー
カ
ー
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
多
く

の
経
営
資
産
と
国
際
競
争
力
を
失
っ
た
が
、

中
堅
・
中
小
製
造
業
は
幸
い
に
し
て
日
本
に

錨
を
下
ろ
し
て
お
り
、
大
半
の
経
営
資
源
を

国
内
に
温
存
し
て
い
る
。
日
本
の
希
望
と
勇

気
は
、
「
中
堅
・
中
小
製
造
業
に
か
か
っ
て

い
る
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●92●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
⑩

沈
下
す
る（
日
本
の
）完
成
品
メ
ー
カ
ー「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
崩
壊
」

　
「
こ
の
道
を
行
け
ば
ど
う
な
る
も
の

か
　
危
ぶ
む
な
か
れ
　
危
ぶ
め
ば
道
は

な
し
　
踏
み
出
せ
ば
そ
の
一
足
が
道
と

な
り
　
そ
の
一
足
が
道
と
な
る
　
迷
わ

ず
行
け
よ
　
行
け
ば
分
か
る
さ
」
先
日

亡
く
な
っ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
氏
が
引

退
ス
ピ
ー
チ
で
披
露
し
た
「
道
」
と
い

う
詩
だ
。
も
と
も
と
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
の
道
場

に
飾
っ
て
あ
っ
た
言
葉
で
、
そ
の
原
典
は
一
休

宗
純
と
も
言
わ
れ
る
が
、
実
際
は
僧
侶
の
清
沢

哲
夫
氏
の
詩
「
道
」
だ
そ
う
だ
▼
引
退
ス
ピ
ー

チ
で
は
詩
の
朗
読
の
直
前
に
、
こ
ん
な
ひ
と
言

が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
人
は
歩
み
を
止

め
た
時
、
挑
戦
を
諦
め
た
時
に
老
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
」
。
も
ち
ろ
ん
年
を
重
ね
る
ご
と
に

肉
体
の
衰
え
は
出
て
く
る
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
る
限
り
老
い
る
こ
と
は
な
い
。
年
齢
は
関

係
な
く
、
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝

え
、
そ
の
上
で
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
、
迷
わ

ず
進
む
こ
と
へ
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。
氏

は
プ
ロ
レ
ス
引
退
後
も
政
治
家
や
実
業
家
と
し

て
次
々
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
闘
い
続
け
た
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
闘
魂
を
燃
や
し
、
有
言
実
行

を
果
た
し
、
多
く
の
人
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ

た
▼
い
ま
日
本
の
製
造
業
界
に
闘
魂
は
あ
る

か
？
若
い
人
に
過
度
の
期
待
を
寄
せ
、
自
ら
は

一
歩
を
踏
み
出
さ
な
い
。
挑
戦
し
な
い
、
歩
み

を
止
め
て
い
て
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
自
分
が
関

わ
る
領
域
で
は
進
化
や
拡
大
を
望
む
。
そ
ん
な

無
責
任
で
傲
慢
に
な
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
最
近
、
若
者
の
間
で
は
昭
和
や
平
成
初
期

の
文
化
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

野
心
的
で
い
ろ
い
ろ
と
挑
戦
し
、
元
気
が
あ
っ

た
時
代
へ
の
憧
れ
。
そ
の
時
代
を
駆
け
抜
け
た

人
た
ち
は
皆
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
若
い
人
に
と
っ
て
は
憧
れ
の
存
在
で
も
あ

る
の
だ
。
今
は
年
齢
を
重
ね
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
元
気
が
あ
れ
ば
な
ん
で
も
で
き
る
。
老
い

て
朽
ち
る
姿
は
見
た
く
な
い
。

踏み出せばその一足が道となる　老いて朽ちる前に挑戦を

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
11
月
２
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
11
月
９
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

藤田氏

た
功
績
を
有
す
る
人
を
表
彰

す
る
「
産
業
標
準
化
事
業
表

彰
」
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
に
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
の
藤
田

俊
弘
技
術
経
営
担
当
常
務
執

行
役
員
が
選
ば
れ
た
。

　
藤
田
氏
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

安
全
操
作
用
装
置
の
３
ポ
ジ

シ
ョ
ン
イ
ネ
ー
ブ
ル
装
置
に

つ
い
て
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
規
格
制

定
を
主
導
し
て
２
０
０
６
年

に
発
行
。
２
０
２
０
年
に
は

工
作
機
械
や
建
機
に
も
広
げ

た
改
正
を
主
導
。

Ａ
）
に
お
け
る
工
業
会
規
格

の
制
定
に
も
携
わ
り
、
安
全

要
員
資
格
認
証
制
度
（
セ
ー

フ
テ
ィ
ア
セ
ッ
サ
（
Ｓ
Ａ
）

制
度
）
の
構
築
を
主
導
。
日

本
発
グ
ロ
ー
バ
ル
認
証
機
関

を
目
指
す
日
本
認
証
株
式
会

社
を
創
業
し
、
Ｓ
Ａ
制
度
運

用
の
基
礎
を
整
え
た
。

　
さ
ら
に
は
、
日
本
発
の
フ

ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
技
術
に
関
す

る
国
際
標
準
化
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に

提
案
し
、
専
門
委
員
会
の
Ｉ

Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
８
１
（
フ
ァ

イ
ン
バ
ブ
ル
技
術
）
の
設
立

を
実
現
し
、
日
本
の
主
導
的

立
場
を
牽
引
。
国
内
の
認
証

制
度
も
構
築
し
、
２
０
２
１

年
度
末
で
31
件
の
実
績
し
、

フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
関
連
市
場

の
拡
大
に
寄
与
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
経
済
産
業
大

臣
表
彰
に
20
人
・
４
組
織
、

産
業
技
術
環
境
局
長
表
彰
に

31
人
、
２
組
織
が
選
ば
れ

た
。

　
経
済
産
業
省
に
よ
る
、
産

業
標
準
化
推
進
活
動
に
優
れ

2022
年
度
中
小
製
造
業
設
備
投
資
動
向
調
査

前
年
比
19
％
増
2.7
兆
円

コ
ロ
ナ
禍
前
迫
る
水
準

日本政策金融公庫
　
調
査
は
全
国
の
従
業
員
20

人
以
上
３
０
０
人
未
満
の
中

小
製
造
業
５
万
１
６
１
０
社

を
対
象
と
し
、
４
月
と
９
月

の
年
２
回
実
施
し
、
今
回
は

６
６
０
１
社
の
回
答
を
得

た
。
２
０
２
２
年
度
の
国
内

設
備
投
資
額
は
19
・
７
％
増

の
２
兆
７
２
３
７
億
円
で
、

上
半
期
は
24
・
５
％
増
の
１

兆
２
３
３
２
億
円
と
な
り
、

下
半
期
は
16
・
１
％
増
の
１

兆
４
９
０
４
億
円
に
な
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
17
年
18

年
と
同
水
準
ま
で
戻
っ
て
き

て
い
る
。

　
業
種
別
で
は
、
全
17
業
種

中
13
業
種
で
増
加
。
前
年
か

ら
の
伸
び
率
で
最
も
大
き
い

の
が
生
産
用
機
械
の
54
・
８

％
増
（
３
２
１
６
億
円
）
。

印
刷
・
同
関
連
が
51
・
２
％

増
（
８
８
４
億
円
）
、
鉄
鋼

が
38
・
６
％
増
（
１
４
５
１

億
円
）
と
続
く
。
設
備
投
資

の
合
計
額
が
大
き
な
産
業
で

は
、
食
料
品
が
19
・
４
％
増

（
４
０
９
４
億
円
）
、
金
属

製
品
も
27
・
９
％
増
（
３
３

０
９
億
円
）
、
電
気
機
器
は

19
・
０
％
増
（
２
１
４
４
億

円
）
と
活
況
だ
が
、
自
動
車

化
学
も
２
・
４
％
減
（
１
８

０
５
億
円
）
と
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
。

　
設
備
投
資
の
内
容
は
、
機

械
・
装
置
が
29
・
０
％
増
の

１
兆
５
５
０
８
億
円
、
建
物

・
構
築
物
が
16
・
８
％
増
の

８
１
０
４
億
円
と
な
り
、
土

地
は
７
・
９
％
減
の
１
５
８

０
億
円
。

　
設
備
投
資
の
目
的
で
は
、

「
更
新
・
維
持
・
補
修
」
と

「
能
力
拡
充
」
の
構
成
比
が

３
割
を
超
え
て
い
る
が
、
一

方
で
「
新
製
品
の
生
産
や
新

規
事
業
へ
の
進
出
、
研
究
開

発
」
と
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
目
的
と
し
た
回
答
が
多

く
、
特
に
前
者
は
２
割
近
く

ま
で
構
成
比
を
高
め
て
い

る
。

　
Ｆ
Ａ
・
制
御
業
界
に
と
っ

て
は
、
設
備
投
資
の
増
加
は

イ
コ
ー
ル
受
注
獲
得
の
チ
ャ

ン
ス
と
な
る
。
Ｆ
Ａ
・
制
御

機
器
の
納
期
遅
延
と
い
う
逆

風
は
あ
る
が
、
一
部
製
品
・

メ
ー
カ
ー
で
は
改
善
や
良
化

し
た
も
の
も
あ
り
、
提
案
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｋ
Ｔ
Ｓ
に
出
資

検
査
を
核

飲
料
製
造
Ｄ
Ｘ
へ

オムロン
　
オ
ム
ロ
ン
は
、
キ
リ
ン
グ

ル
ー
プ
の
飲
料
検
査
機
器
大

手
の
キ
リ
ン
テ
ク
ノ
シ
ス
テ

ム
（
Ｋ
Ｔ
Ｓ
）
に
出
資
し
、

検
査
デ
ー
タ
を
生
か
し
た
飲

料
品
製
造
業
界
の
Ｄ
Ｘ
に
向

け
た
市
場
に
参
入
す
る
。
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
が
保
有
し
て
い

る
Ｋ
Ｔ
Ｓ
の
発
行
済
み
株
式

の
う
ち
60
％
を
オ
ム
ロ
ン
に

譲
渡
す
る
こ
と
で
、
持
分
比

率
は
オ
ム
ロ
ン
60
％
、
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
40
％
と
な
る
。
社

名
も
オ
ム
ロ
ン
キ
リ
ン
テ
ク

ノ
シ
ス
テ
ム
に
変
更
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｋ
Ｔ
Ｓ
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部

門
か
ら
独
立
し
た
検
査
機
メ

ー
カ
ー
。
１
９
７
０
年
代

に
、
い
ち
早
く
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ

ラ
を
用
い
た
高
性
能
び
ん
検

査
機
を
開
発
し
、
国
内
の
飲

料
検
査
機
市
場
で
高
い
シ
ェ

ア
を
持
っ
て
い
る
。
飲
食
料

品
を
中
心
に
、
医
薬
や
容
器

製
造
な
ど
幅
広
い
業
界
で
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
現
在
、
飲
料
品
製
造
工
程

で
は
容
器
製
造
、
飲
料
充

填
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
、
キ
ャ
ッ

ピ
ン
グ
、
梱
包
と
い
っ
た
各

工
程
の
後
に
検
査
機
を
使
っ

た
検
査
工
程
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
別
個
に
良
品
・
不
良

品
と
そ
の
原
因
を
分
析
し
最

適
化
を
図
っ
て
い
た
。
そ
れ

に
対
し
各
検
査
機
の
デ
ー
タ

を
同
社
の
制
御
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
で
ま
と
め
て
管
理
し
Ａ
Ｉ

を
使
っ
て
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
最
適
な
制
御
と
し
て
製

造
装
置
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
こ
と
で
、
高
度
な
品
質

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
不

良
品
を
作
ら
な
い
ゼ
ロ
デ
ィ

フ
ェ
ク
ト
、
突
発
停
止
を
未

然
に
防
ぐ
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

ゼ
ロ
を
実
現
し
た
い
と
し
て

い
る
。

シ
ー
テ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド
各
賞
決
定

総
務
大
臣
賞

Ｎ
Ｅ
Ｃ

経
産
大
臣
賞

シ
ャ
ー
プ

デ
ジ
タ
ル
大
臣
賞

ア
ル
ム

　
電
子
情
報
産
業
協
会
（
Ｊ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
は
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
２
０
２
２
に
出
展
し
た

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
に

優
れ
た
技
術
に
与
え
ら
れ
る

「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
　
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ
２
０
２
２
」
に
つ
い

て
、
総
務
大
臣
賞
、
経
済
産

業
大
臣
賞
、
デ
ジ
タ
ル
大
臣

賞
、
部
門
賞
の
各
賞
を
選
出

し
た
。

　
総
務
大
臣
賞
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の

「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
小
型
一
体

型
基
地
局
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｇ

Ｅ
　
Ｒ
Ｖ
１
２
０
０
」
、
経

済
産
業
大
臣
賞
は
シ
ャ
ー
プ

の
「
屋
内
光
発
電
デ
バ
イ
ス

『
Ｌ
Ｃ
―
Ｌ
Ｈ
』
」
、
デ
ジ

タ
ル
大
臣
賞
は
、
ア
ル
ム
の

工
作
機
械
を
動
か
す
加
工
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
完
全
自
動
生
成

す
る
世
界
初
の
Ａ
Ｉ
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
「
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
１
」
が
受
賞
し
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

小
型
一
体
型
基
地
局
Ｕ
Ｎ
Ｉ

に
よ
る
多
品
種
少
量
生
産
で

最
も
時
間
を
食
う
加
工
プ
ラ

グ
ラ
ム
作
成
業
務
を
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
図
面
を
読
み
込
ま
せ
る
だ

け
で
Ａ
Ｉ
で
完
全
自
動
生
成

で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
。
従

来
に
比
べ
て
時
間
コ
ス
ト
を

90
％
削
減
す
る
効
果
や
、
夜

間
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で

機
械
稼
働
率
を
30
％
か
ら
80

％
に
高
め
た
実
績
が
あ
り
、

自
社
工
場
で
も
黒
字
化
を
達

成
し
、
国
内
外
か
ら
引
き
合

い
が
あ
る
と
い
う
実
用
性
や

市
場
性
が
高
評
価
を
受
け

た
。

産
業
標
準
化
事
業
表
彰「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
藤
田
氏
が
受
賞

　
ま
た
、
人
と
機
械
と
環
境

と
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
情

報
を
共
有
し
て
安
全
性
と
生

産
性
の
両
立
を
目
指
す
「
協

調
安
全
」
（
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ

２
・
０
）
を
提
唱
し
、
Ｉ
Ｅ

Ｃ
　
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
（
安
全
諮
問

委
員
会
）
で
の
提
案
を
主
導

し
た
。

　
機
械
を
安
全
に
設
計
・
運

用
す
る
要
員
の
育
成
と
認
証

を
目
的
と
し
て
、
日
本
電
気

制
御
機
器
工
業
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
中
小
製
造

業
設
備
投
資
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、

２
０
２
２
年
度
の
中
小
製
造
業
の
国
内

設
備
投
資
額
は
前
年
比
19
・
７
％
増
加

の
２
兆
７
２
３
７
億
円
と
な
っ
た
。
４

月
に
実
施
し
た
22
年
度
当
初
計
画
よ
り

も
増
加
し
、
特
に
生
産
装
置
が
大
き
く

増
加
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
需

要
が
急
増
し
て
生
産
要
請
が
強
い
半
導

体
製
造
装
置
や
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
が
牽
引

し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

な
ど
輸
送
用
機
器
は
２
・
４

％
減
（
１
９
２
６
億
円
）
、

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
　
Ｒ
Ｖ
１
２
０

０
は
、
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
モ

デ
ル
で
導
入
費
用
が
従
来
の

50
％
以
下
に
抑
え
ら
れ
、
シ

ス
テ
ム
も
シ
ン
プ
ル
構
成
で

立
ち
上
げ
期
間
や
消
費
電
力

も
少
な
く
て
済
み
、
拡
張
性

や
柔
軟
性
が
高
く
５
Ｇ
普
及

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。

　
シ
ャ
ー
プ
の
屋
内
光
発
電

デ
バ
イ
ス
Ｌ
Ｃ
―
Ｌ
Ｈ
は
、

小
さ
な
光
を
電
力
に
変
え
ら

れ
る
デ
バ
イ
ス
で
、
値
札
や

Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
セ
ン
サ
等
で
の
利

用
で
は
電
池
が
不
要
で
、
リ

サ
イ
ク
ル
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
安
全
な
社
会
へ
の

高
い
貢
献
へ
の
期
待
が
評
価

さ
れ
た
。

　
ア
ル
ム
の
「
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｃ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
１
」
は
、
工
作
機
械
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た
電
子
部
品
と
し
て
安
価

で
、
機
器
や
装
置
へ
の
組
み

込
み
に
最
適
な
仕
様
と
な
っ

て
い
る
。

　
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
多

岐
に
わ
た
る
想
定
だ
が
、
２

０
１
８
年
か
ら
ダ
イ
キ
ン
工

業
油
機
事
業
部
と
共
創
し
、

工
作
機
械
や
産
業
機
械
、
建

機
、
農
機
等
に
搭
載
さ
れ
る

油
圧
シ
ス
テ
ム
に
カ
ラ
ー
セ

ン
サ
を
搭
載
し
、
油
の
劣
化

状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
遠

隔
か
ら
監
視
・
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
す
る
実
証
実
験
を
実
施
。

油
が
汚
れ
て
黒
ず
ん
で
い
く

過
程
が
見
え
る
化
で
き
る
こ

と
が
分
か
り
、
点
検
や
油
交

換
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業

を
、
時
間
を
ベ
ー
ス
と
し
た

Ｔ
Ｂ
Ｍ
か
ら
、
状
態
を
ベ
ー

ス
と
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｍ
に
で
き
、

作
業
効
率
化
と
人
手
不
足
対

策
、
機
械
の
突
然
停
止
や
故

障
リ
ス
ク
の
回
避
、
き
れ
い

な
油
を
使
う
こ
と
で
機
械
の

状
態
を
良
化
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
ロ
ス
を
減
ら
し
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
貢
献

で
き
る
こ
と
を
実
証
済
み
と

な
っ
て
い
る
。

　
ア
ズ
ビ
ル
金
門
（
東
京
都

豊
島
区
）
は
、
東
芝
イ
ン
フ

ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
日
本
ウ
ォ

ー
タ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

（
東
京
都
新
宿
区
）
と
共
同

で
、
既
設
の
直
読
式
水
道
メ

ー
タ
ー
に
取
り
付
け
が
可
能

な
漏
水
検
知
機
能
付
き
Ｏ
Ｃ

Ｒ
（
光
学
文
字
認
識
）
ア
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
＝
写
真
＝
を
開

発
し
た
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｒ
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

は
、
既
設
直
読
式
水
道
メ
ー

タ
ー
に
取
り
付
け
内
蔵
さ
れ

た
カ
メ
ラ
で
メ
ー
タ
ー
の
数

値
表
示
部
を
撮
影
。
Ｏ
Ｃ
Ｒ

機
能
に
よ
り
デ
ー
タ
化
し
て

８
ビ
ッ
ト
電
文
出
力
す
る
こ

と
で
、
メ
ー
タ
ー
の
ス
マ
ー

ト
化
が
可
能
。
取
り
付
け
は

既
設
直
読
式
水
道
メ
ー
タ
ー

　
企
業
の
目
的
は
顧
客
を
創
造

す
る
こ
と
で
あ
る
と
定
義
し
て

い
る
の
は
、
か
の
有
名
な
ド
ラ

ッ
カ
ー
で
あ
る
。
企
業
が
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
創
造
と
い
う
目
的
を

持
っ
て
活
動
す
る
時
に
最
も
重

要
な
機
能
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
言

う
。
分
か
り
や
す
く
言
う
な
ら

ば
顧
客
が
無
意
識
に
持
っ
て
い

る
欲
求
を
知
る
こ
と
と
、
そ
れ

ま
で
に
な
か
っ
た
物
や
サ
ー
ビ

ス
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
販
売
店
は
商
品
を
作
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
扱
い
商

品
を
作
る
メ
ー
カ
ー
の
影
響
を

強
く
受
け
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
成

長
と
共
に
歩
ん
で
き
た
。
昭
和

期
は
商
品
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
需
要

を
増
や
し
た
の
で
商
品
の
Ｐ
Ｒ

活
動
に
よ
っ
て
売
り
上
げ
を
上

げ
た
。
平
成
期
は
マ
ー
ケ
ッ
ト

シ
ェ
ア
争
い
の
中
で
競
合
商
品

切
り
替
え
活
動
に
よ
り
売
り
上

げ
を
上
げ
よ
う
と
し
た
。

　
令
和
年
間
は
昭
和
や
平
成
と

は
違
っ
た
社
会
に
な
る
。
社
会

が
大
き
な
変
化
を
す
る
時
に
も

販
売
店
は
メ
ー
カ
ー
の
影
響
を

受
け
る
の
は
至
極
当
然
な
こ
と

だ
が
、
扱
い
メ
ー
カ
ー
の
戦
略

や
戦
術
に
全
て
乗
っ
か
か
る
だ

け
で
な
く
販
売
店
自
体
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
は
絶
対
に
必
要
に

な
る
。
販
売
店
は
メ
ー
カ
ー
の

よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ス
タ

ッ
フ
を
潤
沢
に
持
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

　
し
か
し
顧
客
を
持
っ
て
い

て
、
顧
客
と
接
触
す
る
最
前
線

で
活
動
し
て
い
る
。
だ
か
ら
顧

客
を
知
る
に
は
最
適
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。
顧
客
内
部
に
は

イ
見
逃
し
て
い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
な
い
か
、
ロ
見
え
て
な
か
っ

た
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
な
い
か
、
ハ

商
品
が
１
、
２
カ
所
し
か
売
れ

て
な
い
ニ
ッ
チ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
見
直
し
て
み
る
価
値
は
な
い

か
と
思
い
返
し
て
見
る
こ
と
は

で
き
る
は
ず
だ
。
そ
こ
で
顧
客

中
心
の
第
２
世
代
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
２
・
０
を
参
考
に
し
て
令

和
年
間
に
持
続
的
に
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
て
い
け
ば
い
い
。
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
２
・
０
で
は
⑴

マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
⑵
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
⑶

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
三
段
階
の

作
業
で
顧
客
の
望
む
最
適
な
製

品
開
発
を
し
て
顧
客
を
創
造
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　
販
売
店
の
場
合
は
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
２
・
０
を
参
考
に
し
て

顧
客
内
部
の
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
。
ま
ず

⑴
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
す
る
時
に

は
販
売
し
て
い
る
商
品
を
念
頭

に
置
か
な
い
で
顧
客
の
内
部
を

俯
瞰
し
、
ど
の
よ
う
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
あ
る
か
を
洗
い
出
す
。

例
え
ば
①
生
産
技
術
②
製
造
設

備
保
全
③
製
造
お
よ
び
製
造
を

管
理
す
る
部
署
④
品
質
検
査
技

術
⑤
製
造
の
設
備
と
は
違
う
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
電
気
ボ
イ
ラ

ー
等
の
工
場
設
備
技
術
⑥
情
報

シ
ス
テ
ム
⑦
Ｆ
Ａ
技
術
と
Ｉ
Ｔ

技
術
を
一
体
化
し
た
生
産
革
新

グ
ル
ー
プ
⑧
研
究
開
発
技
術
⑨

開
発
設
計
技
術
な
ど
を
一
つ
一

つ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
見

る
。

　
そ
し
て
次
に
数
年
先
を
見
通

し
て
ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
進
出

す
る
か
を
決
め
る
。
こ
れ
が
タ

ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
販
売

店
の
場
合
は
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

を
考
え
な
く
て
も
い
い
が
セ
グ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
タ
ー
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
グ
は
通
り
一
遍
の
思
い

つ
き
で
は
な
く
令
和
年
間
に
は

売
り
上
げ
の
一
つ
の
柱
に
成
長

さ
せ
る
と
い
う
思
い
で
取
り
組

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
戦
略
事
項
は
そ

う
簡
単
に
決
め
ら
れ
る
こ
と
で

は
な
い
。
そ
う
は
言
っ
て
も
従

来
や
っ
て
き
た
よ
う
に
顧
客
に

言
わ
れ
た
り
、
メ
ー
カ
ー
に
言

わ
れ
て
き
た
こ
と
を
や
っ
て
、

緩
や
か
に
変
化
に
対
応
し
て
も

持
続
的
に
成
長
が
で
き
な
い
と

思
え
ば
、
や
ら
ざ
る
を
得
な
い

だ
ろ
う
。
何
事
も
未
知
へ
の
挑

戦
を
す
る
時
は
覚
悟
と
確
信
を

持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
多
く
の
情
報

が
い
る
。
平
成
か
ら
や
っ
て
き

た
の
は
売
上
予
算
達
成
の
た
め

の
情
報
活
動
で
あ
っ
た
。
し
か

し
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
２
・
０
で

や
る
情
報
活
動
は
即
、
売
上
に

な
る
情
報
で
な
く
、
顧
客
内
顧

客
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
す
る
情
報
活
動
で
あ
る
。

だ
か
ら
顧
客
の
内
外
の
実
態
を

詳
し
く
知
る
活
動
な
の
だ
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い

る
よ
う
な
全
体
を
知
る
と
か
、

ど
の
部
門
に
何
が
売
れ
る
と
か

程
度
の
情
報
で
は
な
い
。
情
報

収
集
す
る
に
し
て
も
基
本
動
作

が
あ
る
。
そ
れ
を
地
道
に
実
行

し
て
情
報
収
集
力
を
上
げ
な
け

れ
ば
で
き
な
い
こ
と
な
の
だ
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
２
・
０
再
構
築

顧
客
内
顧
客
を
増
や
す
情
報
活
動

�

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

プロファイル測定～寸法検査
　
ミ
ツ
ト
ヨ
は
、
イ
ン
ラ
イ
ン
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
計
測
ニ
ー
ズ
や
増
加
す
る
高
精
度
測
定

に
対
応
す
る
た
め
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
測
定
か

ら
寸
法
検
査
ま
で
で
き
る
非
接
触
イ
ン
ラ
イ

ン
セ
ン
サ
「
Ｓ
ｕ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
Ｍ
ｅ
ａ
ｓ
ｕ

ｒ
ｅ
１
０
０
８
Ｓ
」
を
発
売
し
た
。

　
高
さ
や
幅
、
体
積
、
平
坦
度
、
パ
タ
ー
ン

マ
ッ
チ
ン
グ
や
ギ
ャ
ッ
プ
＆
フ
ラ
ッ
シ
ュ

等
、
多
数
の
計
測
ツ
ー
ル
を
標
準
装
備
し
、

セ
ン
サ
に
高
度
な
処
理
機
能
を
内
蔵
し
て
い

る
た
め
専
用
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

も
い
ら
ず
、
複

雑
な
設
定
や
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

が
必
要
な
く
使

う
こ
と
が
で
き

る
。
セ
ン
サ
単

体
で
20
μ
ｍ
の

精
度
を
保
証

し
、
Ｚ
繰
り
返

し
精
度
は
０
・

５
μ
ｍ
を
実
現

し
、
測
定
対
象

物
の
形
状
を
正

確
に
表
現
で
き
、
安
定
し
た
安
定
し
た
検
査
・
測
定
が

可
能
。
ま
た
保
護
等
級
Ｉ
Ｐ
67
の
耐
環
境
性
と
、
測
定

対
象
物
の
向
き
に
関
係
な
く
測
定
ツ
ー
ル
を
適
用
で
き

る
パ
ー
ツ
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
に
よ
り
、
位
置
合
わ
せ
を

し
な
く
て
も
正
確
な
イ
ン
ラ
イ
ン
全
数
検
査
が
実
現
で

き
る
。

ミツトヨ　非接触インラインレーザセンサ
　
Ｍ
ｏ
ｘ
ａ
は
、
産
業
用
セ

キ
ュ
ア
ル
ー
タ
「
Ｅ
Ｄ
Ｒ
―

Ｇ
９
０
１
０
シ
リ
ー
ズ
」
に

つ
い
て
、
産
業
用
侵
入
検
知

／
防
止
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｄ
Ｓ

／
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
を
搭
載
し
た
新

モ
デ
ル
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
フ
ァ
イ
ア
ウ

ォ
ー
ル
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
、
Ｖ
Ｐ

Ｎ
、
ス
イ
ッ
チ
機
能
を
備
え

た
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
産
業

用
セ
キ
ュ
ア
ル
ー
タ
。
新
モ

デ
ル
で
は
Ｉ
Ｄ
Ｓ
／
Ｉ
Ｐ
Ｓ

機
能
を
搭
載
し
、
重
要
イ
ン

フ
ラ
を
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
攻
撃
か
ら
保
護
す
る
脅

威
検
出
と
防
止
機
能
を
強

化
。
８
つ
の
銅
線
Ｇ
ｂ
Ｅ
ポ

ー
ト
と
２
つ
の
Ｓ
Ｆ
Ｐ
　
Ｇ

ｂ
Ｅ
ポ
ー
ト
を
持
ち
、
高
帯

域
幅
で
長
距
離
の
通
信
が
可

能
。
ま
た
Ｖ
Ｒ
Ｒ
Ｐ
と
Ｔ
ｕ

ｒ
ｂ
ｏ
　
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
と

ス
イ
ッ
チ
ン
グ
の
冗
長
性
を

確
保
し
て
可
用
性
を
最
適

化
。
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
　
Ｔ
Ｃ

Ｐ
／
Ｕ
Ｄ
Ｐ
、
Ｄ
Ｎ
Ｐ
３
、

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
８
７
０
―
５
―

１
０
４
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
８
５

０
Ｍ
Ｍ
Ｓ
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
向
け
た
デ

ィ
ー
プ
パ
ケ
ッ
ト
イ
ン
ス
ペ

ク
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｐ
Ｉ
）
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
ま
た
併
せ
て
、
同
製
品
を

一
元
管
理
で
き
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
管
理
ス
イ
ー
ト
「
Ｍ
Ｘ

ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
」
も
提

供
を
開
始
。
デ
バ
イ
ス
を
一

元
的
に
管
理
、
監
視
し
て
管

理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
効
率

的
に
し
、
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー

ル
ポ
リ
シ
ー
、
フ
ァ
ー
ム
ウ

エ
ア
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
、
シ

グ
ネ
チ
ャ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
等

を
一
括
で
大
規
模
に
展
開
も

可
能
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
と
脅
威
ア
ラ
ー
ト
を
可
視

Ｍ
ｏ
ｘ
ａ　

産
業
用
セ
キ
ュ
ア
ル
ー
タ

侵
入
防
止
シ
ス

テ
ム

搭
載

　

重
要
イ
ン
フ
ラ
保
護
向
け

EDR-G9010シリーズ

SurfaceMeasure1008S

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
機
器
・
装

置
組
み
込
み
用
電
子
部
品
と

し
て
カ
ラ
ー
セ
ン
サ
「
形
Ｂ

５
Ｗ
Ｃ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
光
源
と
し
て
光
を
照
射

し
、
検
出
物
体
の
色
に
よ
っ

て
決
ま
る
反
射
光
を
受
光
し

て
、
カ
ラ
ー
セ
ン
サ
で
受
光

し
た
反
射
光
を
赤
色
、
緑

色
、
青
色
に
分
離
し
、
Ｉ
２

Ｃ
の
通
信
方
式
で
赤
色
、
緑

色
、
青
色
の
デ
ー
タ
（
Ｒ
Ｇ

Ｂ
デ
ー
タ
）
を
電
圧
値
で
出

力
す
る
。
検
出
物
体
の
色
に

よ
っ
て
反
射
光
の
Ｒ
Ｇ
Ｂ
の

出
力
値
は
異
な
り
、
色
を
区

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｆ
Ａ
セ
ン
サ
で
も
カ
ラ
ー

セ
ン
サ
は
市
場
に
存
在
し
て

い
る
が
、
同
製
品
は
小
型
サ

イ
ズ
（
幅
40
×
奥
行
き
８
・

４
×
高
さ
15

・
９
㍉
㍍
）

で
、
Ｉ
２
Ｃ

の
通
信
方
式

に
も
対
応

し
、
設
定
ボ

タ
ン
や
ケ
ー

ブ
ル
、
産
業

用
の
筐
体
な

ど
Ｆ
Ａ
セ
ン

サ
に
は
必
須

の
機
能
を
省

略
し
、
カ
ラ

ー
セ
ン
シ
ン

グ
に
特
化
し

オ
ム
ロ
ン　

機
器
内
蔵
用
カ
ラ
ー
セ
ン
サ

対
象
の
色
、Ｒ
Ｇ
Ｂ
検
出

ア
ズ
ビ
ル
金
門
な
ど
３
社

漏
水
検
知

機
能
付
き 

Ｏ
Ｃ
Ｒ
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

形B5WC

の
検
定
満
期
時
期
に
か
か
わ

ら
ず
、
難
検
針
箇
所
や
老
朽

管
敷
設
箇
所
な
ど
の
ス
マ
ー

ト
化
を
す
ぐ
に
始
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
ま
た
、
内
蔵
の
振
動
セ
ン

サ
が
メ
ー
タ
ー
に
伝
播
す
る

配
管
の
振
動
を
捉
え
て
漏
水

の
可
能
性
も
検
知
可
能
。

　
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
ア

ズ
ビ
ル
金
門
が
開
発
・
検
証

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
通
信
機

能
支
援
、
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ

ス
テ
ム
ズ
が
検
針
機
能
、
漏

水
検
知
機
能
、
無
線
機
と
の

通
信
機
能
の
開
発
、
お
よ
び

基
板
開
発
、
日
本
ウ
ォ
ー
タ

ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
漏
水

検
知
機
能
パ
ラ
メ
ー
タ
調
整

支
援
、
漏
水
デ
ー
タ
に
よ
る

管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
を

担
当
し
た
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業

務
の
効
率
化
を
は
じ
め
、
漏

水
の
早
期
発
見
、
老
朽
化
し

た
設
備
や
管
網
の
管
理
、
配

水
運
用
お
よ
び
災
害
時
の
迅

速
な
対
応
、
使
用
量
の
見
え

る
化
や
見
守
り
と
い
っ
た
水

道
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
ム
ニ
モ
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）
は
、
ル
ネ
サ
ス

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
開
発
し
た
Ａ
Ｉ
ア
ク
セ
ラ
レ

ー
タ
―
搭
載
の
Ｍ
Ｐ
Ｕ
（
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
）

「
Ｒ
Ｚ
／
Ｖ
２
Ｍ
Ａ
」
を
、
現
在
開

発
中
の
「
Ａ
Ｉ
エ
ッ
ジ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
Ａ
Ｘ
11
」
に
採
用
す
る
。

　
従
来
の
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
用
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
は
発
熱
量
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
特
に
屋
外
等
の
厳
し
い
環
境

下
で
は
安
定
し
た
運
用
が
難
し
い
と

さ
れ
て
い
る
が
、
「
Ｒ
Ｚ
／
Ｖ
２
Ｍ

Ａ
」
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
低
消
費

電
力
で
発
熱
量
が
少
な
く
、
安
定
し

た
運
用
が
で
き
る
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
デ
バ

イ
ス
の
開
発
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｉ
エ
ッ
ジ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
Ａ
Ｘ
11
に
は
、
従
来
の
監
視
カ
メ

ラ
と
の
連
携
や
映
像
処
理
に
関
す
る

各
種
機
能
も
踏
襲
し
て
お
り
、
高
速

な
Ａ
Ｉ
演
算
機
能
を
可
能
に
し
て
い

る
。

　
２
０
２
２
年
11
月
末
か
ら
Ａ
Ｉ
推
論
ロ
ジ
ッ
ク
を

開
発
す
る
、
企
業
向
け
の
開
発
用
サ
ン
プ
ル
機
の
提

供
を
開
始
し
、
23
年
３
月
か
ら
販
売
開
始
予
定
。

化
で
き
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ロ

グ
を
自
動
収
集
し
、
通
知
も

送
信
し
て
く
れ
る
。

　
シ
ー
シ
ー
エ
ス
は
、
超
高

出
力
光
源
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｐ
Ｆ

Ｂ
Ｒ
―
６
０
０
Ｓ
Ｗ
２
シ
リ

ー
ズ
」
＝
写
真
＝
を
発
売
し

た
。

　
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ

３
５
０
Ｗ
や
、
キ
セ
ノ
ン
ラ

ン
プ
か
ら
の
置
き
換
え
に
適

し
た
超
高
出
力
光
源
ユ
ニ
ッ

ト
「
Ｐ
Ｆ
Ｂ
Ｒ
―
６
０
０
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
従
来

板
金
部
品
ナ
ッ
ト

取
り
付
け
を
開
始

ミ
ス
ミ「
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
」

　
ミ
ス
ミ
グ
ル
ー
プ
本
社

は
、
デ
ジ
タ
ル
機
械
部
品
調

達
サ
ー
ビ
ス
「
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ

（
メ
ビ
ー
）
」
に
つ
い
て
、

板
金
部
品
の
「
ナ
ッ
ト
取

付
」
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

＝
写
真
。

　
板
金
部
品
で
は
、
ボ
ル
ト

で
部
品
同
士
を
固
定
す
る
際

に
板
の
厚
み
に
よ
っ
て
は
必

要
と
な
る
ネ
ジ
穴
の
深
さ
が

確
保
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
頻

繁
に
発
生
し
、
そ
の
際
は
購

入
者
自
ら
が
板
金
部
品
の
穴

に
ナ
ッ
ト
を
取
り
付
け
る
追

加
工
を
し
、
固
定
に
必
要
な

穴
の
深
さ
を
確
保
す
る
な
ど

の
手
間
が
発
生
し
て
い
た
。

　
そ
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工
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品
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ど
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小
型
電
子

部
品
の
検
査
や
、
大
型
ワ
ー

ク
へ
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長
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と
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３
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０
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間
の
長
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、
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期
に
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て
安
定
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た
光

出
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。
定
常
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部
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リ
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ー
モ
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ド
、
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リ
ガ
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ド
）
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手
動
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御
や
Ｅ
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ｒ
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ｅ
ｔ
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ラ
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、
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ル
に
よ
る
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アムニモ AIエッジゲートウェイ

ルネサスMPU採用 低消費電力
発熱を低減

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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FA業界掲示板
■ オムロン、有人技術相談チャットお客様満
足度調査の結果公表　スムーズな回答に高
評価

　オムロンは、2022年2月に開始した、制御
機器サイトのI-Webメンバーズを対象とした
有人技術相談チャットサービス「FAクイッ
クチャット」について、お客様満足度調査レ
ポートを公開した。
　208人が回答し、回答の迅速さや相談員の
対応など総合的な満足度は、温度調節器、リ
レー、センサなど汎用コンポ機器群に対して
問い合わせた人の80％、PLC､ タッチパネ
ル､ 画像センサなどFA機器群に対して問い
合わせた人の72％が「とても満足」と回答。
「電話と比べてつながりやすい」「FAXや
メールより手軽だと感じている」と高評価を
得た。
　便利と感じた理由については、「担当者に
すぐつながり、待たされない」が74％と最も
多く、「リアルタイムに早く解決できる」
（72%）、「テキストとして記録が残り、見
返しやすい」（71%）、「電話に比べて気軽
に問い合わせできる」（56%）と続き、リア
ルタイムに、文字や画像で確認しながらスム
ーズに問い合わせできる点が評価された。
■ シュナイダーエレクトリック、京丹波町役
場の新庁舎のサーバールーム構築

　シュナイダーエレクトリックは、京都府船
井郡の京丹波町役
場の新庁舎建設に
ともない、集約型
三相UPS、電源
管理製品、サーバ
ーラック、インフ
ラ監視ソフトなど
トータルソリューションを導入し、持続可能
なサーバールームを構築した。
　今回のサーバールームでは、集約型三相
UPS「Symmetra PX」を導入し、分散して
いた小型UPSの一元化と電力容量の最適化
を実現。モジュール型の設計のためサーバー
負荷に合わせた増設が可能となり、今後の拡
張にも対応可能。「Rack-Mount PDU」を
導入してそれぞれのIT機器の電源管理も実
現し、さらに。UPSやPDUの一元監視を可
能にするインフラ監視ソフトウエア
StruxureWare Data Center Expertや、
THKの免震装置も併せて導入し、防災拠点
として持続可能なシステム環境となってい
る。
■ EPLAN、3Dハーネス設計用ソフトウエア
新バージョン紹介ブログ記事

　EPLANは、ケーブルハーネスの開発とケ
ーブルルートを3Dで設計できる3Dハーネス
設計用ソフトウエア「EPLAN Harness 
proD」新バージョンを紹介するブログ記事
を公開した。2022バージョンでは、ケーブル
ルートの簡単な設計や製造図面の最適化され
た導出などの機能が追加されている。
■ 明電舎、メタバース安全伝承館を開発　社
員の安全意識向上に仮想空間を活用

　明電舎と明電システムソリューション、イ
ンフィニットループ、バーチャルキャストは
4社共同で、2020年に沼津事業所内に開設し
た社員の安全意識強化のための教育施設であ
る「安全伝承館」を仮想空間上に再現し、リ
アルと同様の安全教育が受講できる「メタバ
ース安全伝承館」を開発した。
　安全伝承館は、過去に同社で発生した災害
や事故の事例を風化させることなく、語り継

ぎ、学び、そして安全を考える場とするため
のもので、災害件数の推移や安全への取り組
みに関する年表、過去に発生した事故の概要
や原因、再発防止対策のパネル展示、災害経
験者のインタビューや安全啓発の映像を展示
している施設。災害経験者が自らの思いを語
ることで、災害の悲惨さと安全確保の重要性
を伝える教育施設として運用し、これまでに
延べ890人の社員が来場している。
　メタバース安全伝承館は、コロナ禍で来場
・受講が滞っていたものを解決するために開
発し、VRヘッドマウントディスプレイがあ
れば、場所の制約なく複数の社員が参加で
き、メタバース上に集い、意見交換が可能。
国内製造現場はもとより海外現法含めて全て
の社員参加を目指す。
■ キムラ電機、高輝度LED球製造中止
　キムラ電機（キムデン）は、高輝度LED
球「LE－2001A形」の製造を中止する。中
止時期は2023年2月20日受注分まで。推奨代
替品はKHE-2200S形、KHE-2010形。
■ ヒルシャー・ジャパン、YouTube動画
「丸わかり！ゲートウェイの選定方法」公
開
　ヒルシャー・ジャパンは、YouTube動画
「丸わかり！ゲートウェイの選定方法」を公
開した。工場の自動化やIoT実現に向けて活
用が進むゲートウェイを紹介する動画の第2
弾で、ゲートウェイを使うにあたり、使用環
境に見合った製品型式を選ぶための
「netTAP」シリーズの選定方法を紹介して
いる。
■ ミスミ、2022年度「ミスミ学生ものづくり
支援」公募開始　製品を無償提供
　ミスミは、次世代のものづくりを担う学生
に同社製品を無償提供する「ミスミ学生もの
づくり支援」について、2022年度の公募を開
始した。
　この取り組みは2008年から開始し、今年で
14回目。これまでに延べ2200を超える高校や
高専、専門学校、大学等を支援してきた。
　同社WEBサイトの応募フォームからエン
トリーし、選ばれると同社の商品バリエーシ
ョンのなかから、5万円相当または10万円相
当の範囲内で、希望の商品を無償で譲り受け
ることができる。応募期間は11月13日まで。
選考結果は12月28日までにメールで通知され
る。
■HTKエンジ、10月からミネベア　ソフトウ
ェアソリューションズに社名変更
　本多通信工業は、連結子会社のHTKエン
ジニアリング（川崎市川崎区）の社名を、
2022年10月1日から「ミネベア　ソフトウェ
アソリューションズ」に変更した。
　9月16日付でミネベアミツミの子会社にな
ったことから、ミネベアミツミのグループ会
社としての位置づけ、およびソフトウェアソ
リューションに取り組んでいくことを明確化
するため、社名を変更したもの。
　ミネベア　ソフトウェアソリューションズ
は、システム設計・ソフトウエア開発、シス
テム構築・運用・保守サービス、システムイ
ンテグレーションサービス、システムコンサ
ルティングサービス、教育・セミナー事業な
どを行っている

■ 大崎エンジの社名を「萩原エンジニアリン
グ」に変更
　萩原電気ホールディングスは、大崎電気工
業の子会社である大崎エンジニアリングの全
株を9月30日付で取得したことから、社名を
「萩原エンジニアリング」（埼玉県入間市、山
内賢社長、資本金4億8400万円）に変更した。
■ NKE、タイミングベルトコンベアのWEB
販売開始
　NKEは、タイミングベルトコンベア2列仕
様シリーズについて、ヘッド駆動タイプ
「CSB30-A」と中間駆動タイプ「CSB30」
のWEB販売を開始した。
　タイミングベルトを使用した完全同期の2
列コンベアで、パレット
など搬送物を容易にスト
ッパ、エスケープするこ
とが可能。アルミフレー
ムに各種アタッチメント

展示会出展
■ 安川電機、10月26日から「名古屋オートモ
ーティブワールド」出展　
　安川電機は、10月26日から10月28日まで、
ポートメッセなごや新第1展示館で開催され
る「［名古屋］オートモーティブワールド」
に出展する（ブース10A-7）。
　ブースでは、コア技術であるサーボ、モー
ションコントロールを応用し、高速・高精度
でさまざまなレーザー加工用途に適用できる
ガルバノスキャナ「MIRAMOTION」シリ
ーズ を出展し、リングモードレーザー対応の
新製品「YD-3000AL」をはじめ、ハイブリ
ッドレーザ専用「YD-3000-IRM-B」、2Dガ
ルバノスキャナユニット「YD-200」など、
特に自動車向け二次電池製造におけるソリュ
ーションを提案する。
■ パトライト、10月26日からスマート工場
EXPO（名古屋）に出展

　パトライトは、10月26日から28日にポート
メッセなごや第3展示館で行われる「スマー
ト工場EXPO」に出展する（ブース25-6）。
　簡単に設備の稼働監視ができるワイヤレス
・データ通信システム「WD PROシリー
ズ」から複数のアプリケーション接続を可能
にした新型受信機等を出品する。
■ 東芝インフラシステムズ、10月26日から
「Japan IT Week【秋】」出展。IoTセキ
ュリティなど展示
　東芝インフラシステムズは、10月26日から
幕張メッセで開催される「Japan IT Week
【秋】」内の「IoT&5Gソリューション展
【秋】」に出展する（ブース：16-39）。
　ブースで
は、外付けデ
バイスでどん
な環境下でも
簡単に専用線
のようなセキ
ュアな通信を
実現するIoT
セキュリティ
ソリューショ
ン「CYTHEMIS」と、指紋など人を認証す
るセキュリティデバイスを使い、 所持と生体
の多要素で行う本人確認をカード／ドングル
で実現できる生体認証カード／デバイス
「BISCADE」を展示する。

■ 三菱電機、11月8日からのJIMTOF2022出
展　東6の工作機械エリアと南AMエリア
にブース

　三菱電機は、11月8日から東京ビッグサイ
トで開催されるJIMTOF2022に出展する。
「絶えまない進化を、あなたのものづくりへ

～導入からアフターまで支え続ける、加工革
新とデジタライゼーション～」をコンセプト
に、製品ライフサイクルを通した新たなもの
づくり支援「ライフサイクル統合ソリューシ
ョン」を展示する。
　今回は２カ所ブースを出展し、東6ホール
のE6013ではEDM、LASER、CNC、DXを
出展。南2ホール（AMエリア）のAM114で
は金属3Dプリンタ（AM）を出展する。
■ IDEC、11月8日からJIMTOF2022出展　工
作機械向けのトータルソリューションなど

　IDECは、11月8日から東京ビッグサイト
で開催する「JIMTOF2022」に出展する（西
３ホールW3040）。ブースでは、工作機械を
より安全に、より使いやすくする工作機械ト
ータルソリューションのほか、権限管理と
「人」のトレーサビリティをすぐに導入でき
る「KW2D形スマートRFIDリーダ」、接触
を安全に確実に検出する「セーフティエッジ
スイッチ」、セーフティレーザスキャナの安
全信号を簡単にロボットコントローラへ入力
できる接続ターミナル、誰でも簡単・ローコ
ストでデータ活用が実現できる置くだけクラ
ウドIoT、研削加工用ウルトラファインバブ
ル発生装置など、最新のデバイスや技術など
を出品する。
■ ジェイテクトエレクトロニクス、JIMTOF 
2022出展　ボードPLCの新製品など

　ジェイテクトエレクトロニクス（旧社名：
光洋電子工業）は、11月8日から東京ビッグ
サイトで開催されるJIMTOF2022に、
JTEKTグループ各社が集まったJTEKTブー

ス （ 西 ホ ー ル
W2051・W2052）
で出展する。
　ブースでは、
「カーボンニュー
トラル対応に貢献するソリューション提案」
として、12月リリース予定のPLC「JX-
BASIC」を中心に出品する。同製品はスモ
ールスタートに最適で簡単設計な新開発のボ
ードPLCで、電力計を組み合わせて工場に
おける各設備の「消費エネルギーの見える
化」を提案する。
■ ワゴジャパン、11月8日からJIMTOF2022
出展　レールマウント端子台など出品

　ワゴジャパンは、11月8日から東京ビッグ
サイトで開催するJIMTOF2022に出展する
（ブース：南ホールS1034）。
　ブースでは、結線方式が3タイプあるスプ
リング式レールマウント端子台「TOPJOB 
S」と、その新ラインアップとなる分配端子
台タイプとミニサイズを出品。コネクタ製品
では大電流対応レバー操作タイプコネクタ
「831・832シリーズ」、工具不要の細線対応
のレバー操作タイプコネクタ「2734シリー
ズ」や直列直結タイプのインラインスプライ
シングコネクタ「221-2411」を展示する。ま
たI/O内蔵で小型化を実現したコントローラ
ー「CC100」や、工作機械分野で実績の多い
「IM/PMシリーズ」、高性能で多機能なパ
ワーサプライ「Pro2」など工作機械の配線
省力化等をラインアップする予定。
■ リタール、2022年11月8日からJIMTOF 
2022に出展　盤用クーラー新製品を初展示

　リタールは11月8日から東京ビッグサイト
で行われる「JIMTOF2022」に出展する（ブ
ース：東2ホールE2023）。
　ブースでは、盤用クーリングユニット
「Blue e」シリーズの新製品「Blue e＋S」
や盤内空間をフルに使った立体配置による小
型化「3D制御盤」、制御盤製造のモジュー
ル化を促進する「モジュラー制御システム」
などを展示し、工作機械に最適な製品群を紹
介する。
■ ソルトン、11月8日からJIMTOF2022出展
　産業用スイッチ、コネクタを紹介

　ソルトンは、11月8日から東京ビッグサイ
トで開催される「JIMTOF2022」に出展する
（ブース：W3009）。世界の工作機械で採用
実績がある産業用スイッチと産業用コネクタ
を出品する。

が容易に取り付けられ、特殊対応ででベルト
にプロフィルも取り付けることができる。中
間駆動タイプのCSB30は、駆動部を任意の
位置に移動でき、モータ取付方向も3タイプ
の中から選ぶことができる。

セミナー・イベント情報
■ オプテックス・エフエー、11月8日から自
動車、食品、素材、半導体業界向け課題解
決セミナー

　オプテックス・エフエーは、11月8日から
11日の3日間、「FASTUS業界別課題解決セ
ミナー」として、自動車業界、食品業界、素
材業界、半導体・FPD業界の4つの業界のよ
くある課題解決にフォーカスしたWEBセミ
ナーを開催する。
　自動車業界向け（A-1）は、「計測・温度
管理の解決例３選」として11月8日11時～開

催。高精度計測や温度管理による品質向上・
不良削減、ロボット制御、IoT化、省配線、
コスト削減などについて解説する。
　食品業界向け（B-1）は、「画像検査の解
決例3選」として11月9日11時から開催する。
画像検査や熱画像計測による品質向上・不良
削減、AI活用、食品表示対策を解説する。
　素材業界向け（C-3）は、「計測・温度管
理の解決例3選」として11月10日11時から開
催する。高精度計測や温度管理による品質向
上・不良削減、装置制御、IoT化、省配線、
コスト削減を取り上げる。
　半導体・FPD業界向け（D-1）は、「計測
・温度管理の解決例3選」として11月11日11
時から開催する。高精度計測や温度管理によ
る品質向上・不良削減、IoT化、省配線、コ
スト削減の対応について紹介する。
　いずれも参加無料で定員は300人。Zoom
を使って行う。
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ち
ろ
ん
、
学
会
へ
の
参
加
や
技

術
専
門
誌
の
購
読
に
よ
る
情
報
収

集
、
そ
し
て
顧
客
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
競
合
他
社
の
製
品
分
析
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
で

行
わ
れ
る
技
術
は
機
密
に
該
当
す
る

た
め
、
社
内
の
限
ら
れ
た
人
物
の
み

で
の
共
有
と
な
る
こ
と
が
徹
底
さ

れ
、
水
面
下
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
く
の
が
一
般
的
で
す
。

　
業
界
を
問
わ
ず
、
今
で
も
多
く
の

企
業
に
お
い
て
前
記
の
よ
う
な
状
況

に
顕
著
な
違
い
は
無
い
と
考
え
ま

す
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

状
況
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
の
が
昨
今

の
技
術
者
を
取
り
巻
く
環
境
と
い
え

ま
す
。自

社
技
術
に
対
す
る

徹
底
し
た
機
密
主
義
は

分
業
依
存
の
時
代
で
の
み

機
能

　
技
術
系
企
業
に
お
い
て
、
自
社
技

術
の
鍛
錬
と
探
求
に
よ
る
向
上
は
言

っ
て
し
ま
え
ば
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
ど
ん
な
時
代
で
も
不
変

の
考
え
方
で
あ
り
、
す
べ
て
の
基
礎

吉田　州一郎
（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant株式会社
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用
いた製品の技術的課題解決、該関連
業界への参入を検討、ならびに該業

界での事業拡大を検討する企業をサポートする技術コン
サルティング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線
で先導、指示するなど、評論家ではない実践力を重視。
複数の海外ジャーナルにFull paperを掲載させた高い専
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に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
が
あ

る
の
も
事
実
で
す
。

　
そ
れ
が
、「
分
業
だ
け
で
な
く
、
協

業
と
い
う
形
で
新
し
い
技
術
を
生
み

出
す
」
と
い
う
流
れ
で
す
。
一
見
す

る
と
全
く
関
係
の
な
い
技
術
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
し
い
技
術
を

創
出
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
一
例
で

す
。

　
当
社
代
表
の
コ
ラ
ム
が
不
定
期
掲

載
さ
れ
る
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新

聞
（
２
０
２
１
年
10
月
20
日
号
）
で

も
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
※
三
菱
電
機
、

技
術
資
産
ウ
ェ
ブ
公
開
。
社
外
と
の

「
共
創
」積
極
推
進
（https://ww 

w.automation-news.jp/202 
1/10/59007/

）

　
こ
れ
は
知
的
財
産
を
一
つ
の
軸
と

し
て
技
術
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
協
業
す
る
こ
と
に
そ
の
狙
い
が

あ
る
の
は
明
白
で
す
。
以
下
で
こ
の

情
報
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
※
三
菱
電
機
オ
ー
プ
ン
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
バ
ン
ク
専
用
サ
イ
ト
（http 

s://www.mitsubishielectric.
co.jp/corporate/chiteki/otb/
index.html

）

　
こ
れ
は
自
社
技
術
を
抱
え
込
も
う

と
い
う
考
え
だ
け
で
は
自
社
技
術
が

結
局
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
「
活
用
さ

れ
ず
に
塩
漬
け
に
な
る
」
と
い
う
強

い
危
機
感
が
そ
の
背
景
の
一
つ
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
塩
漬
け
に
な
る
技
術
は
何
も
生
み

出
さ
ず
、
投
資
回
収
で
き
な
い
負
の

遺
産
と
な
り
得
ま
す
。
ど
ん
な
い
い

技
術
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
活
用
さ
れ

な
く
て
は
そ
の
存
在
意
義
が
認
め
ら

れ
な
い
の
で
す
。

技
術
者
に
求
め
ら
れ
る

技
術
発
信
力
は

技
術
報
告
書
の
作
成
に
よ
る

基
礎
鍛
錬
が
出
発
点

　
既
に
述
べ
た
通
り
、
従
来
の
分
業

と
い
う
業
務
形
態
に
依
存
し
た
自
社

技
術
の
機
密
化
だ
け
で
は
、
な
か
な

か
自
社
技
術
の
じ
り
貧
を
食
い
止
め

る
の
は
難
し
い
の
が
実
情
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
機
密
化
と
対
極
に
あ
る

の
が
、「
技
術
情
報
発
信
力
」
で
す
。

　
今
の
技
術
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は

こ
こ
と
い
え
ま
す
。
技
術
者
は
自
ら

の
興
味
の
あ
る
技
術
テ
ー
マ
に
取
り

組
む
こ
と
に
対
し
て
は
、
恐
ら
く
言

わ
な
く
て
も
自
主
的
に
推
進
す
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
高
専
や
大
学
、

大
学
院
で
研
究
と
い
う
経
験
を
教
育

の
一
環
と
し
て
経
て
い
る
た
め
自
然

の
事
で
す
。

　
し
か
し
、
「
取
り
組
ん
だ
技
術
を

わ
か
り
や
す
く
情
報
発
信
す
る
」
と

い
う
フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
た
と
た
ん
、

し
り
込
み
す
る
技
術
者
が
殆
ど
で

す
。
課
題
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書

く
、
試
験
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に

対
し
て
は
違
和
感
は
な
い
の
で
す

が
、
技
術
情
報
発
信
と
な
っ
た
と
た

ん
に
思
考
が
止
ま
り
ま
す
。

　
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
「
専
門
用
語

を
で
き
る
限
り
使
わ
ず
、
誰
に
で
も

わ
か
る
表
現
を
使
う
」
と
い
う
こ
と

が
難
し
い
か
ら
で
す
。
専
門
用
語
を

多
用
し
て
、
専
門
性
が
高
い
と
い
う

振
る
舞
い
を
正
義
と
し
て
考
え
て
き

た
技
術
者
に
と
っ
て
、

　
自
社
技
術
に
対
す
る
基
本
知
識
も

無
い
よ
う
な
相
手
に
対
し
て
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
と
い
う
の
は
言

う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
の
で
す
。
技

術
報
告
書
を
書
く
の
が
苦
手
な
技
術

者
が
山
の
よ
う
に
い
る
現
状
が
、
上

記
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
う
考
え
も

で
き
ま
す
。

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
技
術
報
告
書
で

は
読
み
手
に
わ
か
る
よ
う
な
活
字
で

表
現
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
強
く
求

め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
実
際
に
実
験

を
行
っ
た
技
術
者
、
ま
た
は
そ
れ
を

管
理
し
て
い
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
な

い
と
理
解
で
き
な
い
技
術
報
告
書

は
、
技
術
報
告
書
と
い
う
よ
り
も
メ

モ
の
位
置
づ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
内
容
が
難
解
な
技
術
報
告
書
は
読

ま
れ
る
確
率
が
低
下
し
、
技
術
の
伝

承
と
基
礎
技
術
の
底
上
げ
と
い
う
役

割
を
果
た
せ
な
い
の
で
す
。
よ
っ

て
、
技
術
者
育
成
と
い
う
観
点
で
は

ま
ず
技
術
者
に
は
技
術
報
告
書
を
あ

る
程
度
か
け
る
よ
う
に
す
る
、
と
い

う
こ
と
が
技
術
情
報
発
信
の
基
礎
力

塩漬けになる技術は何も生み出さない

製造業・世界と戦う担い手づくり

エキスパート 待望待望▶７３

醸
成
に
は
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。

技
術
情
報
発
信
で

最
重
要
な
の
は
ど
の
よ
う
な

課
題
を
解
決
で
き
る
か
と

自
社
技
術
の
課
題
の
明
文
化

　
技
術
報
告
書
の
作
成
を
通
じ
た
論

理
的
思
考
力
の
醸
成
が
あ
る
程
度
で

き
て
き
た
段
階
で
、
技
術
者
育
成
と

い
う
切
り
口
か
ら
技
術
情
報
発
信
力

に
関
連
し
て
鍛
錬
す
べ
き
は
、
「
自

社
技
術
で
ど
の
よ
う
な
課
題
を
解
決

で
き
る
の
か
、
そ
し
て
現
段
階
で
の

自
社
技
術
の
課
題
は
何
か
」
と
い
う

こ
と
の
明
文
化
で
す
。

　
技
術
情
報
発
信
に
お
い
て
、
自
社

技
術
の
強
み
や
メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
羅

列
す
る
ケ
ー
ス
も
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な「
協
業
」

を
す
る
可
能
性
の
あ
る
企
業
が
求
め

る
の
は
、「
ど
の
よ
う
な
課
題
で
あ
れ

ば
解
決
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
今
ど

の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
の

か
」
と
い
う
観
点
で
す
。

　
つ
ま
り
、
自
慢
話
は
求
め
て
い
な

い
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決

の
実
績
、
ま
た
は
課
題
解
決
で
き
る

可
能
性
と
現
段
階
で
の
自
社
技
術
の

抱
え
る
課
題
に
対
す
る
言
及
こ
そ

が
、
協
業
を
狙
っ
た
技
術
情
報
発
信

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
よ
っ
て
、
常
日

頃
か
ら
「
自
社
技
術
で
ど
の
よ
う
な

課
題
を
解
決
で
き
る
か
、
ま
た
解
決

し
て
き
た
か
」
。

　
そ
し
て
、
「
自
社
技
術
の
課
題
は

何
か
、
そ
れ
を
解
決
で
き
る
と
ど
の

よ
う
な
展
望
が
開
け
る
の
か
」
と
い

う
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
「
自
社
技
術
の
じ
り
貧
」

と
い
う
の
は
技
術
者
だ
け
で
な
く
、

企
業
経
営
者
の
危
機
感
を
強
く
あ
お

る
言
葉
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
言
葉
に
対
し
て
必
要

以
上
に
不
安
を
覚
え
る
と
、
Ｄ
Ｘ
、

Ａ
Ｉ
、
ク
ラ
ウ
ド
と
い
っ
た
ト
レ
ン

ド
の
言
葉
に
飛
び
つ
い
て
導
入
し
た

も
の
の
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術

と
の
相
溶
性
の
低
さ
か
ら
、
結
果
と

し
て
じ
り
貧
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う

皮
肉
な
結
果
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　
先
の
見
え
な
い
時
代
に
求
め
ら
れ

る
の
は
、
「
今
ま
で
培
っ
て
き
た
技

術
の
本
質
は
何
な
の
か
」
と
い
う
視

点
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
技
術
報
告

書
の
よ
う
な
自
社
技
術
を
客
観
的
に

見
つ
め
る
媒
体
と
そ
の
蓄
積
は
不
可

欠
で
す
。

　
そ
し
て
、
じ
り
貧
を
回
避
す
る
に

は
そ
の
上
で
、「
ど
の
よ
う
な
課
題
を

解
決
で
き
る
の
か
」そ
し
て
、「
今
の

自
社
技
術
の
課
題
は
何
で
、
そ
れ
を

解
決
す
る
と
ど
の
よ
う
な
未
来
が
待

っ
て
い
る
の
か
」と
い
う
、相
手
を
引

き
込
む
動
機
付
け
に
関
す
る
情
報
の

開
示
が
有
効
で
す
。
自
社
の
さ
ら
な

る
成
長
に
向
け
た
戦
略
検
討
の
一
助

と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
タ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
東

京
都
台
東
区
）
は
、
本
社
オ

フ
ィ
ス
を
９
月
５
日
に
移
転

し
た
が
、
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
販
売
店
や

取
引
先
関
係
者
な
ど
を
招
待

し
10
月
20
日
開
催
し
た
。

　
同
社
は
ド
イ
ツ
に
本
社
を

置
く
セ
ン
サ
ー
の
大
手
メ
ー

カ
ー
と
し
て
２
０
０
５
年
12

月
に
日
本
に
拠
点
を
開
設
し

た
。

　
17
年
12
月
に
福
田
洋
介
社

長
が
就
任
し
、
18
年
か
ら
は

日
本
で
の
活
動
を
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
役
割
か

ら
在
庫
を
有
す
る
営
業
主
体

に
大
き
く
転
換
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　
新
オ
フ
ィ
ス
は
面
積
が
今

ま
で
の
約
２
倍
に
拡
張
さ
れ

た
こ
と
で
、
業
務
が
効
率
的

に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ

か
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

て
い
る
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
福
田
社
長
は
「
社
長
に

就
任
し
て
約
５
年
に
な
る

が
、
従
来
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
機
能
か
ら
国
内
で
在
庫
を

持
ち
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
な
ど

の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
か
ら
シ

ス
テ
ム
ま
で
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
納
期
問
題
で

苦
し
い
面
も
あ
る
が
、
今
後

10
年
で
売
り
上
げ
を
現
在
の

　
全
国
電
子
部
品
流
通
連
合

会（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
、岡
本
弘
会
長
）

は
第
48
回
通
常
総
会
を
全
国

家
電
会
館
で
10
月
19
日
開
催

し
、
２
０
２
１
年
度
事
業
報

告
、お
よ
び
収
支
決
算
、22
年

度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算

な
ど
を
審
議
し
、承
認
し
た
。

　
総
会
に
は
会
員
２
３
５
社

か
ら
１
５
４
人
（
委
任
状
を

含
む
）
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
岡
本
会
長
が
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

か
ら
３
年
が
た
と
う
と
し
て

い
る
が
、
生
活
様
式
も
変
わ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
も
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
が
主
流
に
な
っ
て
い

る
。
中
国
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の

影
響
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

７
倍
の
規
模
ま
で
伸
ば
し
た

い
。
販
売
店
関
係
者
の
力
も

借
り
な
が
ら
、
共
存
共
栄
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
ま
た
、
独
本
社
の
ピ
ー
タ

ー
・
レ
タ
ー
マ
ン
東
ア
ジ
ア

＆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
営
業
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
は
「
日
本
法
人

は
18
年
の
大
き
な
改
革
で
、

営
業
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
提

供
で
き
る
会
社
に
な
っ
た
。

日
本
で
の
イ
ン
サ
イ
ド
セ
ー

ル
ス
活
動
を
通
じ
て
こ
れ
か

ら
も
成
長
し
て
い
き
た
い
」

と
期
待
の
言
葉
を
寄
せ
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
バ
ナ
ー

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
の
服
部
賀
壽
雄
カ
ン
ト
リ

ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
「
バ
ナ

ー
と
タ
ー
ク
は
国
に
よ
っ
て

は
一
緒
に
な
っ
て
営
業
活
動

し
て
お
り
、
日
本
で
は
代
理

店
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
当
社
の
無
線
機

器
を
販
売
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
感
謝
し
て
い
る
。
タ
ー

ク
の
発
展
は
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
で
製
品
や

部
品
が
入
っ
て
こ
な
い
問
題

が
長
引
く
な
ど
、
国
内
外
の

情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
３
年

ぶ
り
に
一
堂
に
会
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
私
も
14
年
間
務

め
た
会
長
を
こ
の
総
会
で
退

任
す
る
。
今
後
新
会
長
の
下

で
、
電
子
部
品
流
通
業
界
の

振
興
と
発
展
に
力
を
注
い
で

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
総
会
は
岡
本
会
長
を
議
長

に
、
九
州
電
子
流
通
業
協
議

会
の
小
口
幸
士
会
長
を
副
議

長
に
し
て
進
め
ら
れ
た
。

　
最
初
に
鶴
田
哲
司
専
務
理

事
か
ら
21
年
度
の
市
況
と
事

業
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
委

員
会
活
動
報
告
が
組
織
委
員

会
（
角
田
浩
永
副
委
員
長
）、

流
通
近
代
化
委
員
会
（
川
鍋

季
明
委
員
長
）、教
育
情
報
委

員
会
（
屋
宮
芳
高
委
員
長
）、

労
務
委
員
会
（
市
村
保
徳
副

委
員
長
）の
順
で
行
わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
鳥
居
和
久
会
計

理
事
か
ら
収
支
決
算
報
告

が
、
平
松
達
弥
監
事
か
ら
監

査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
、
承
認
し
た
。

　
続
い
て
、
22
年
度
の
事
業

計
画
案
、
お
よ
び
収
支
予
算

案
も
審
議
し
、
承
認
し
た
。

　
役
員
変
更
も
行
わ
れ
、
岡

本
会
長
が
退
任
し
、
会
長
に

屋
宮
芳
高
氏
、
副
会
長
に
江

見
佳
之
氏
と
坂
明
憲
氏
、
専

務
理
事
に
松
本
年
生
氏
を
新

た
に
選
出
し
た
。

　
22
年
度
は
、
引
き
続
き
Ｃ

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
に
協
賛
し
て
い

く
ほ
か
、
来
年
５
月
開
催
の

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
展
内
で
「
Ｅ
ｌ
ｅ

ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ
　
Ｃ
ｏ

ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ
＆
Ｕ
ｎ
ｉ

ｔ
　
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
」
と
し
て
開

催
に
協
力
し
て
い
く
。

　
総
会
終
了
後
は
、
各
単
組

か
ら
地
区
情
勢
報
告
が
６
つ

の
団
体
か
ら
行
わ
れ
た
。

　
特
別
講
演
会
は
、
東
京
大

学
生
産
技
術
研
究
所
の
片
山

幹
雄
研
究
顧
問
が
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
波
」
と
題
し
て

行
っ
た
。

新本社オフィスお披露目
ターク・ジャパン 関

係
者
招
き
セ
レ
モ
ニ
ー

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

あ
い
さ
つ
す
る
福
田
社
長

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

全
国
か
ら
会
員
が
出
席
し
た
Ｊ
Ｅ
Ｐ
総
会

る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
ド

イ
ツ
本
社
か
ら
は
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
新
オ
フ
ィ
ス
の
開
設

を
祝
し
た
。

新
会
長
に
屋
宮
氏

副
会
長
２
氏
も
選
出

ＪＥＰ総会

２展示会出展で活動訴求
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「
Ｄ
Ｘ
」か
ら「
Ｓ
Ｘ
」「
Ｇ
Ｘ
」実
現
へ

サステナブル社会の
未来を切り開く　

出
展
各
社
の
見
ど
こ
ろ
紹
介

製
造
業
の
Ｄ
Ｘ
と
脱
炭
素
化
支
援

横河電機／横河ソリューションサービス
／横河計測／横河デジタル

ＤＸによる革新的なＭＯＮＯＤＺＵＫＵＲＩの実践
　
横
河
電
機
、
横
河
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
、
横
河
計
測
と
、
７
月
に
設

立
さ
れ
た
新
会
社
横
河
デ
ジ
タ
ル
は
、

「
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
革
新
的
な
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ

Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
の
実
践
」
を
テ
ー
マ
に

出
展
す
る
。
小
間
番
号
１
。

　
製
造
業
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
工
場

の
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
化
、
脱
炭
素
、
設
備
管

理
最
適
化
、
安
全
・
安
心
の
確
保
を
支

援
す
る
代
表
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
、
ク
ラ
ウ
ド
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
Ｄ
Ｘ
に

貢
献
す
る
技
術
、
計
測
機
器
の
点
検
・

校
正
に
役
立
つ
製
品
を
展
示
す
る
。

　
見
ど
こ
ろ
は
、
生
産
設
備
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
に
お
け
る
つ
ま
り
を
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
巡
回
に
よ
っ
て
収
集
し
た
音
デ
ー

タ
か
ら
Ａ
Ｉ
解
析
で
予
知
・
予
兆
診
断

す
る
取
り
組
み
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
の
実
証

実
験
の
状
況
を
紹
介
す
る
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
設
備
や
シ

ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
デ
ー
タ
統
合
・
活
用
に
貢
献

す
る
統
合
情
報
サ
ー
バ
（
Ｃ
Ｉ
　
Ｓ
ｅ

ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
）
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
と
と
も
に
今
年
の
４
月
か
ら

提
供
を
開
始
し
た
Ａ
Ｉ
プ
ラ
ン
ト
運
転

支
援
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
展
示
に
も
注

目
し
た
い
。

　
リ
ア
ル
展
で
は
再
エ
ネ
を
活
用
し
た

脱
炭
素
経
営
、
Ｄ
Ｘ
の
社
内
事
例
、
製

造
業
向
け
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
３
つ
の
テ
ー

マ
で
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
オ
ン

ラ
イ
ン
展
で
は
、
「
製
造
業
の
経
営
と

現
場
を
つ
な
ぎ
Ｄ
Ｘ
を
支
援
す
る
横
河

デ
ジ
タ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
ス
ポ
ン
サ
ー

ド
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
　

製
造
現
場
の
Ｄ
Ｘ
と
Ｇ
Ｘ
推
進

アズビル

https://www.azbil.com/jp/product/factory/event/mcsosaka/

https://www.yokogawa.co.jp/news/events/2022/2022-osaka/

公式サイト　https://jemima.osaka/

生産性向上と働き方改革、
省エネルギーを提案

場
の
変
革
と
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢

献
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
計
測
展
２
０
２

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
「
進
化
し
続
け
る
技

術
―
計
測
と
デ
ジ
タ
ル
―
で
、
製
造
現

は
、
効
率
的
な
生
産
の
維
持
・
管
理
に

貢
献
す
る
最
新
製
品
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
技
術
と
し
て
、
使
い
や
す
く
、
予

防
保
全
や
品
質
向
上
に
貢
献
す
る
各
種

調
節
計
を
は
じ
め
、
通
信
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
、
マ
ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
、
バ

ー
ナ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
展
示
。
「
働
き

方
改
革
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
測
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ

Ｉ
を
用
い
た
各
種
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
製
造
現
場
の
変
革
に
つ
な
が
る
提

案
を
行
う
。

　
ま
た
、
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
は
、

Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
導
入
と
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
追
求
に
向
け

た
現
場
で
の
支
援
活
動
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

　
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
に
も
３
日
間
参
加

す
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
自
社
で
開
催

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
展
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
、
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い
、
会
場
に
足

を
運
べ
な
い
方
に
対
し
て
も
、
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
。
　

　
計
測
と
制
御
の
最
先
端
技
術
を
紹
介
す
る
専
門
展
示
会
「
計
測
展
２
０
２
２
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
（
主
催
＝
日
本
電
気

計
測
器
工
業
会
）
が
、
10
月
26
日
〜
28
日
の
３
日
間
、
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
（
中
之
島
・
大
阪
国
際
会
議
場
）
で

開
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
展
は
10
月
12
日
〜
11
月
25
日
ま
で
の
予
定
で
開
催
中
。
入
場
は
事
前
登
録
制
。

主
催
者
で
は
、
リ
ア
ル
展
示
会
で
８
０
０
０
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
７
０
０
０
人
の
来
場
を
目
標
に
し
て
い
る
。

６
つ
の
テ
ー
マ
が
軸

　
同
展
は
、
未
来
の
も
の
づ
く
り
社
会
を
支
え

る
計
測
と
制
御
技
術
の
総
合
展
と
し
て
、
「
未

来
へ
、
持
続
（
つ
な
）
げ
る
。
」
を
Ｐ
Ｒ
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
の
未
来
を
切

り
開
き
、
計
測
・
制
御
業
界
な
ら
び
に
全
産
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
に
つ
な
が
る
展
示
会
を
目

指
し
て
い
る
。

　
開
催
規
模
は
、
リ
ア
ル
出
展
者
は
57
社
・
団

体
（
１
２
４
小
間
）
、
オ
ン
ラ
イ
ン
出
展
者
は

32
社
。

　
今
回
の
展
示
会
の
見
ど
こ
ろ
は
、
「
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

か
ら
Ｓ
Ｘ
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
　
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
、
そ
し
て
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン

　
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
」
の
実
現

に
向
け
た
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
展
示
や
セ
ミ

ナ
ー
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
拡
充
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
企
業
の
価
値

と
将
来
性
を
計
る
指
標
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
対
応
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
生
産
効

率
の
追
求
は
も
と
よ
り
、
例
え
ば
、
生
産
拠
点

で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
新
た
な
挑
戦
に
向
け
た

も
の
づ
く
り
基
盤
を
支
え
る
計
測
と
制
御
技
術

の
高
精
度
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
、
人
手
不
足
、
省
エ
ネ
促
進
、

品
質
改
善
、
保
安
、
サ
ー
ビ
ス
、
経
験
伝
承
な

ど
い
ま
企
業
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
、
産
業
全
体
が
一
丸
と
な
り
共
に
知
恵
を
出

し
て
成
果
を
共
有
で
き
る
領
域
は
多
い
。
産
学

官
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
て
、
未
来
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
を
切
り
開
く
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
成
長
を
見
据
え

て
、
現
場
の
最
前
線
の
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
が

抱
え
る
課
題
や
関
心
事
に
沿
っ
た
水
素
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
Ｅ
Ｖ
・
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
Ｄ
Ｘ

・
５
Ｇ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｅ
Ｓ

Ｇ
、ロ
ボ
ッ
ト
、大
阪
・
関
西
万
博
の
６
つ
の
テ

ー
マ
を
軸
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
な
が
ら

展
示
と
セ
ミ
ナ
ー
で
最
新
動
向
を
発
信
す
る
。

学
生
応
援
企
画
も

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｓ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
を
推

進
す
る
キ
ー
マ
ン
が
登
場
し
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
紹
介
。
リ
ア
ル
展
会
期
中
に
開
催
さ
れ

る
基
調
講
演
や
特
別
講
演
を
後
日
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
委
員

会
セ
ミ
ナ
ー
や
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
計
測
と

制
御
の
最
新
技
術
や
動
向
を
「
計
測
展
オ
ン
ラ

イ
ン
・
プ
ラ
ス
」
で
視
聴
で
き
る
。

　
基
調
講
演
は
、
26
日
午
前
11
時
〜
正
午
で
伊

11月25日までオンラインも開催

２
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
（
ブ

ー
ス
№
７
）
と
、
併
催

の
「
計
測
展
オ
ン
ラ
イ

ン
・
プ
ラ
ス
」
へ
出

展
。

　
リ
ア
ル
展
で
は
、
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
た
「
生
産

性
向
上
」
と
「
働
き
方

改
革
」
、
Ｇ
Ｘ
の
推
進

を
目
指
し
た
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
の
３
つ
の
ゾ

ー
ン
で
、
製
造
現
場
が

直
面
し
て
い
る
課
題
に

対
し
て
、
具
体
的
な
解

決
策
を
付
加
価
値
と
と

も
に
紹
介
す
る
。

　
「
生
産
性
向
上
」
で

吹
英
明
経
済
産
業
省
近
畿
経
済
産
業
局
長
が

「
関
西
経
済
の
未
来
に
向
け
て
〜
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
中
心
に
〜
」
と
題
し
て
行
う
。

　
27
日
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
で
井
上
知

義
総
務
省
近
畿
総
合
通
信
局
長
が
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
実
現
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組

み
（
５
Ｇ
・
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
５
Ｇ
な
ど
）
」
と

題
し
行
う
。

　
28
日
の
同
時
刻
で
高
科
淳
２
０
２
５
年
日
本

国
際
博
覧
会
協
会
理
事
・
副
事
務
総
長
が

「
〝
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
２
０
２
５
〞
の
輪
を
広
げ
よ

う
！
＝
開
催
前
か
ら
共
創
に
よ
り
作
り
上
げ
る

参
加
型
万
博
＝
」
と
題
し
て
行
う
。

　
さ
ら
に
、
特
別
講
演
・
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
委
員

会
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
産
・
学
の
ア
イ
デ
ア
や
技
術
で
新
時

代
を
切
り
開
く
「
学
生
応
援
企
画
」
も
用
意
。

計
測
と
制
御
に
関
連
す
る
メ
ー
カ
ー
や
有
力
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ベ
ン
ダ
ー
で
活
躍
す
る
技
術

者
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
者
か
ら
最
新
技
術

動
向
や
業
界
の
将
来
性
を
学
び
、
出
展
企
業
の

社
員
と
の
交
流
が
可
能
。
「
学
生
の
た
め
の
業

界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
・
見
学
ツ
ア
ー
・
交
流
会
」

「
学
生
ポ
ス
タ
ー
展
示
／
学
生
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ

ト
ー
ク
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
企
業
と

学
生
を
つ
な
ぐ
。

　
リ
ア
ル
会
場
へ
行
く
た
め
の
事
前
リ
サ
ー
チ

は
も
ち
ろ
ん
、
場
所
・
時
間
に
と
ら
わ
れ
ず
企

業
ブ
ー
ス
や
多
彩
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
じ
っ

く
り
見
た
い
・
聞
き
た
い
と
い
う
方
は
、
「
計

測
展
オ
ン
ラ
イ
ン
・
プ
ラ
ス
」
も
便
利
だ
。

　
11
月
25
日
ま
で
の
開
催
期
間
中
は
、
動
画
視

聴
や
資
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
ほ
か
、
問
い
合
わ

せ
機
能
も
利
用
で
き
、
効
率
的
に
広
く
深
い
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
。
特
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
展
示
会
限
定
の
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
や
ス
ポ

ン
サ
ー
ド
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
計
測
展
２
０

２
２
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
開
催
に
合
わ
せ
て
、
出
展

企
業
が
新
サ
ー
ビ
ス
・
新
製
品
に
関
わ
る
情
報

を
続
々
発
表
し
て
入
り
こ
と
か
ら
、
タ
イ
ム
リ

ー
に
入
手
で
き
る
。
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　また直火加熱とIH加熱をハイブリッドする独自製
法で、炒め工程にかかるCO2を削減。排熱の有効活用
や太陽光パネルの設置、再生可能エネルギーの活用等
も推進している。
　新工場は鉄骨造り2階建で延床面積は約1万200平方
㍍。稼働開始は2023年4月を予定している。
■マスミフードサービス、千葉県香取市に食品工場
　マスミフードサービスは、千葉県香取市小見川
2097番3の小見川産業用地に食品工場を新設する。
　土地面積は約1万9000平方㍍で、延床面積は約4100
平方㍍。既存工場3階建の建物の内装を改修する。投
資額は10億円。
■ジャパンマテリアル、熊本県菊池郡大津町に半導体
製造向けガス供給配管等の新工場
　ジャパンマテリアルは、熊本県菊池郡大津町大字高
尾野字平成272番地15に新工場を開設する。

　新工場では、半導体製造向けガス供給配管設計加工
や特殊ガス販売管理業務を行う予定。用地面積は6万
6545平方㍍で、1万2012平方㍍の既存建屋3工場を改
装し、2024平方㍍のガス倉庫棟を新設する。2022年
11月の操業開始。投資金額は30億円。
■信越ポリマー、新潟県糸魚川市の糸魚川工場増築、
埼玉県さいたま市の東京工場新棟建設
　信越ポリマーは、半導体関連市場の拡大を見据え、
シリコンウエハ搬送用容器の生産能力増強に向け、糸
魚川工場（新潟県糸魚川市）の既存の生産棟をさらに
増築する。また、東京工場（埼玉県さいたま市）敷地
内にウエハケース生産棟を新たに建設し、主力製品で
ある300mmウエハ用容器の需要増加に備える。
　糸魚川工場の増築分は、建屋面積8000平方㍍、投
資金額は約105億円。完成は2024年初めを予定してい
る。
　東京工場の新築建屋面積は約1万平方㍍。投資金額
は約110億円。完成は2024年秋頃を予定している。
■クミ化成、三重県亀山市に新工場建設
　クミ化成は、三重県亀山市菅内町字藤尾に、国内2
拠点目となる三重工場を建設する。

　同工場では、最先端の自動組立設備と射出成形設備
や原材料の自動計量・自動供給システムを設置し、材
料ロスが防げるシステムを導入し、環境に配慮した高
効率で安定した生産工程を実現し、自動車内外装の樹
脂成形部品を生産する。また熱を逃がす屋根構造や断
熱性の高い外壁を採用し、屋根には太陽光発電設備を
設置し環境配慮型工場となっている。
　土地面積は約3万4248平方㍍、工場・事務所は鉄筋
造り平屋建ての8133平方㍍。2023年3月に竣工し、6
月に操業開始する予定。投資額は約33億円。

■加藤産業と兵庫興農、兵庫県丹波篠山市に農産物加
工食品の新工場建設
　加藤産業と兵庫興農は、兵庫県丹波篠山市にジャム
やピーナッツバター等、農産物加工食品の製造を行う
新工場を建設する。竣工予定は2023年7月末。稼働は
2023年11月を予定している。
■KOKUSAI　ELECTRIC、富山県砺波市に半導体製
造装置の新工場を建設
　KOKUSAI　ELECTRICは4日、半導体デバイスの
需要拡大に対応するため、富山県砺波市下中条（砺波
スマートインター柳瀬工業団地）に、主力のバッチ成
膜装置や枚葉トリートメント装置などを製造する新工
場を建設する。新工場と既存の生産拠点（富山県富山
市と韓国）の生産能力拡大により、2021年3月期と比
較して生産能力は約2倍になる見込み。
　敷地面積は約4万平方㍍、建屋は地上3階。着工は
2023年。竣工は2024年を予定している。投資金額は
約240億円。
■キヤノン、栃木県宇都宮市の宇都宮事業所に半導体
製造装置の新工場
　キヤノンは、半導体製造装置などを生産する宇都宮
事業所に新工場（栃木県宇都宮市清原工業団地22-2）
を建設し、半導体製造装置の生産能力を強化する。敷
地面積は約7万平方㍍。投資額は約380億円（建設
費）、着工予定は2023年下期、稼働は2025年上期の
予定。
■エーザイ、岐阜県各務原市の川島工園に新注射剤棟
・研究棟が竣工
　エーザイは、岐阜県各務原市川島竹早町1の川島工
園に建設を進めていた新注射剤棟・研究棟が竣工し
た。

　新棟はグローバルな製剤・モダリティ研究の拠点と
して、リポソームや脂質ナノ粒子製剤を含む注射剤の
製剤開発研究機能とドラッグデリバリー技術開発機能
を強化し、さまざまなモダリティの開発に対応する。
具体的には、最新の製造データ一括管理システムの導
入とAI活用による製剤プロセス研究の高質化と迅速
化、治験薬製造も可能となる設備導入による注射剤治
験薬製造の内製化、微生物迅速試験法の導入による先
進的な微生物管理・無菌性保証、社外との共同研究に
も使用が可能なフレキシブルスペースの設置による外
部技術とのコラボレーションの強化などを通じて、製
剤に関するイノベーション、テクノロジー、ソリュー
ションの発信基地となることを目指す。
　建物は地上3階建、延べ床面積は1万1000平方㍍。
総投資額は約100億円、
■エスエス製薬、千葉県成田市の成田工場の新製剤棟
が竣工
　エスエス製薬は、成田工場（千葉県成田市南平台
1143）で新製剤棟が竣工した。

　今回の新製剤棟増設（総工費24億円）は、解熱鎮
痛剤「EVE」を始めとする、同社の主力製品の製造

ライン増強に向けて、日本政府、千葉県、成田市、と
日本貿易振興機構（ジェトロ）の支援を受け実現し
た。
　新製剤棟は、空調設備に非稼働モードを導入し省エ
ネルギーを実現するなど、サステナビリティの観点に
配慮して設計されているほか、エルゴノミクスに基づ
いた作業負担を軽減するための、バランサー装置（重
量物運搬サポート）や、粉が舞い上がらない環境で秤
量ができる設備を導入するなどして、社員がより安
全、安心に生産活動ができる環境を整備している。
　今後試運転を行い、2023年から本格生産を予定し
ている。
■秋田エプソン、秋田県湯沢市にインクジェットプリ
ンタ用ヘッドの新工場建設
　セイコーエプソンのグループ会社である秋田エプソ
ンは、インクジェットプリンタ用ヘッドの生産能力増
強のため、総額約35億円の投資を行い、現在の秋田
エプソン敷地内（秋田県湯沢市岩崎字壇ノ上1番地）
に新棟を建設する。新棟は2022年11月から建設を開
始し、2023年12月竣工を予定している。

　新棟では、インクジェットプリンタの基幹部品とな
るインクジェットヘッドの製造・組立を行い、これに
より将来的にはインクジェットプリンタ用ヘッドの生
産能力を現在の3倍程度にまで拡大できる見込み。
　また既存工場棟に併設して建てられ、Precision 
CoreマイクロTFPプリントヘッド生産拠点秋田エプ
ソンへの集約による効率性も考慮した計画となってい
る。生産設備は人の生産性やスペース生産性のさらな
る向上も織り込んだかたちで工程整備を進めていく。
　建築面積は3668平方㍍、延床面積は1万683平方㍍。
■東京計器、栃木県那須郡那須町の那須工場に新棟建
設
　東京計器は、那須⼯場（栃⽊県那須郡那須町⾼久甲
3-1）に衛星組⽴棟を建設する。
　同社はSynspectiveと⼩型SAR衛星向けの量産化に
向けたパートナーシップを締結しており、マイクロ波
応⽤製品の製造･販売を核としながら、新たに衛星組
⽴を⼿掛けることで宇宙事業の拡⼤を推進している。
　新棟は⼩型衛星を複数機同時に⽣産できる組⽴作業
エリアを備えるものとなり、2023年5⽉の竣⼯を予定
している。投資額は約6億円、延床⾯積は1715平方
㍍。
■富士フイルム、富山市にバイオCDMO拠点を新設
　2026年度稼働開始
　富士フイルムは、ライフサイエンス領域の事業成長
の加速に向け、同社として国内初のバイオCDMO拠
点を富山県富山市に新設する。新拠点は、富士フイル
ム富山化学による設備投資を通じて設立するもので、
2026年度の稼働を予定している。
　富士フイルム富山化学の既存工場の敷地内に設備投
資を行い、バイオ医薬品の生産プロセス開発が可能な
設備の導入に加え、バイオ医薬品の治験薬製造・商業
生産が可能な新棟を建設する。平時には抗体医薬品・
抗体薬物複合体（ADC）などバイオ医薬品の製造、
パンデミック時にはmRNAワクチン・遺伝子組み換
えタンパクワクチンの製造が可能なデュアルユース設
備を整備し、原薬製造から製剤化、包装までを一貫し
て受託できる体制を構築する。
　バイオCDMOとして30年以上の実績を有し、幅広
いバイオ医薬品の開発・製造受託に対応できるFUJI 
FILM　DiosynthBiotechnologiesの培養・精製技術
や遺伝子組み換え技術など最先端のバイオテクノロジ
ーを導入することで高効率生産を可能とし、高品質な
バイオ医薬品の迅速かつ安定的な製造を実現する。

伴う米飯の生産
能力は約150％
となり、伸長す
る冷凍米飯の需
要に対応してい
る。
　省人化にも積
極 的 に 取 り 組
み、従来の人手
作業をロボット
化、連続工程や
無人搬送へ代替
すること等を通
じて生産性の向
上 を 図 っ て い
る。

工場新設・増設情報 10月第4週

■ロート製薬、三重県伊賀市の上野テクノセンター新
棟が稼働　人と環境にやさしいスマート工場
　ロート製薬は、マザー工場である上野テクノセンタ
ー（三重県伊賀市ゆめが丘7-4-1）について、質の高
い一般用医薬品へのニーズ拡大や高機能化粧品への期
待といった需要拡大を見据え、生産能力の向上と国際
的な医薬品製造基準への対応を目的とした新工場棟を
竣工し、稼働を開始した。これにより2024年度には
これまでの1.5倍の生産能力になる見通し。

　新棟は「人と環境にやさしいスマート工場」をコン
セプトに、IIoTやAIを活用したサイバーフィジカル
システム（CPS）を実装。全方位カメラやセンサな
どのI・IoTデバイスを活用し、異常行動や危険な作
業や場所への侵入、製造設備との接近を検知し、作業
者本人と管理者にリアルタイムに通知する集中管理シ
ステムの構築を行い、労働災害を予防。また、協働ロ
ボットを導入し、人とロボットのそれぞれの強みを活
かすライン構築を進め、徹底的に無駄を排除した作業
工程や省力化を可能としている。またセンサやカメラ
によるIoT化から得られたデータと生産計画がCPSで
連携し、作業の効率化と自動化を実現し人の肉体的負
荷を軽減、自動倉庫における在庫管理の最適化および
リードタイムの短縮を実現している。
　さらに既存工場比でエネルギー消費量20％削減を
目指し、地中熱や最新の省エネ設備を導入した再生可
能エネルギーの活用による環境負荷低減に取り組んで
いる。
　敷地面積は2万7498平方㍍。延床面積は1万9600平
方㍍の4階建。
　投資額は85億円。
■ニチレイフーズ、福岡県宗像市に冷凍米飯の新工場
　2023年4月稼働開始
　ニチレイフーズは、福岡県宗像市にあるグループ会
社のキューレイに約115億円を投資し、新たに冷凍米
飯を製造する新工場（福岡県宗像市王丸415-1）を建
設する。これにより現在の千葉県船橋市の船橋工場と
合わせて東西2拠点の冷凍米飯生産体制なる。
　新工場は、これまで生産していた業務用米飯に加
え、「本格炒め炒飯」をはじめとした家庭用米飯の生
産を可能とし、炒め工程を生かした多種多様な米飯商
品を生産することができる。またライン上の工夫によ
り、これまで以上に具材を大きくした高付加価値商品
等も提供できるようになった。これにより炒め工程を


